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20 第 6図中 S
S′

S′
S Sと S′を入れ換える

113 最下行 = 
−56.8003 − j18.2281
0.34474 ＋ j0.83456

 A = 
−56.8003 − j18.2281
0.34474 ＋ j0.83456

 A ⑻

114
最下行（答）
を差し替え
る

　また，⑻式は，

　　
I
⋅
 = 

(−56.8003 − j18.2281)(0.34474 − j0.83456)
(0.34474 ＋ j0.83456)(0.34474 − j0.83456)

　  　
 = 

(−56.8003 × 0.34474 − 18.2281 × 0.83456)
0.344742 + 0.834562  

※

　  　
 　※ 

+ j(56.8003 × 0.83456 − 18.2281 × 0.34474)

　  　
 = 

−34.7938 + j41.1193
0.815336  

= −42.6742 + j50.4323 ⑼

　図1に示すように電流の向きは下向きと仮定して計算した結果，
電流の有効分は⑼式のとおり負（−42.6742）となったので，電流の
向きは上向き（B系統からA系統の向き）が正解となる．
（答）　 電流の大き：さ 66.1 A　電流の向き：B系統から A系統

188 下から
5行目 （2）　図 bのように （2）　図 cのように

193 第 5図

・
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・
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・
 I3b

・Eb
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θ3
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218 下から
4行目 負荷電流密度 Ix ′ 〔A/m〕 負荷電流密度 ix ′ 〔A/m〕
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218 下から
3行目 電流密度 I0 ′ 〔A/m〕 電流密度 i0 ′ 〔A/m〕

224 下から
5行目 負荷電流密度 Ix ′ 〔A/m〕 は， 負荷電流密度 ix ′ 〔A/m〕 は，

310 図中 母線電圧 V 〔kV〕 母線電圧 V 〔V〕
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19
応用問題に
チャレンジ

2行目
このとき，遮断器 (c)の…

このとき，遮断器 (a)～ (g)がす
べて閉の状態の場合において遮断
器 (c)の…

20 第 6図中 S
S′

S′
S Sと S′を入れ換える

113 最下行 = 
−56.8003 − j18.2281
0.34474 ＋ j0.83456

 A = 
−56.8003 − j18.2281
0.34474 ＋ j0.83456

 A ⑻

114
最下行（答）
を差し替え
る

　また，⑻式は，

　　
I
⋅
 = 

(−56.8003 − j18.2281)(0.34474 − j0.83456)
(0.34474 ＋ j0.83456)(0.34474 − j0.83456)

　  　
 = 

(−56.8003 × 0.34474 − 18.2281 × 0.83456)
0.344742 + 0.834562  

※

　  　
 　※ 

+ j(56.8003 × 0.83456 − 18.2281 × 0.34474)

　  　
 = 

−34.7938 + j41.1193
0.815336  

= −42.6742 + j50.4323 ⑼

　図1に示すように電流の向きは下向きと仮定して計算した結果，
電流の有効分は⑼式のとおり負（−42.6742）となったので，電流の
向きは上向き（B系統からA系統の向き）が正解となる．
（答）　 電流の大き：さ 66.1 A　電流の向き：B系統から A系統

188 下から
5行目 （2）　図 bのように （2）　図 cのように

189

下から
3行目

= 
10
3 ( 

√3I1

3V1
+

 
2I2

3V2
)V3 〔A〕 = 

10
3 ( 

√3I1

V1
+

 
2I2

V2
)V3 〔A〕

最下行 I3 = 
10
3 ( 

√3I1

3V1
+

 
2I2

3V2
)V3 〔A〕 I3 = 

10
3 ( 

√3I1

V1
+

 
2I2

V2
)V3 〔A〕
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193 第 5図
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201 第 14図中 P2 cos θ1（遅れ） P1 cos θ1（遅れ）

218

下から
4行目 負荷電流密度 Ix ′ 〔A/m〕 負荷電流密度 ix ′ 〔A/m〕

下から
3行目 電流密度 I0 ′ 〔A/m〕 電流密度 i0 ′ 〔A/m〕

222 図 2中 I1 Il

224 下から
5行目 負荷電流密度 Ix ′ 〔A/m〕 は， 負荷電流密度 ix ′ 〔A/m〕 は，

252 下から
4行目 (2)　電圧上昇率 δN 〔%〕 (2)　電圧上昇率 δV 〔%〕

253 4行目 (3)　水圧変動率 δN 〔%〕 (3)　水圧変動率 δH 〔%〕

272 8行目 設備間の不等率= 
PA

Pa + Pb
設備間の不等率= 

Pa + Pb

PA 

303 第 2図中 jnXI jnXT

308 5行目 定格電流を IC 〔A〕 とすると， 定格電流を IB 〔A〕 とすると，
310 図中 母線電圧 V 〔kV〕 母線電圧 V 〔V〕
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19
応用問題に
チャレンジ

2行目
このとき，遮断器 (c)の…

このとき，遮断器 (a)～ (g)が
すべて閉の状態の場合において
遮断器 (c)の…

20 第 6図中 S
S′

S′
S 
Sと S′を入れ換える

48 5行目 = 
Es(cos δ − Er)+ jEs sin δ

jX
= 

(Es cos δ − Er)+ jEs sin δ
jX

56 問題 4 
図中 V

⋅
 = Ve−jd V

⋅
 = Ve−jδ

79 4行目 二次母線の電庄を求めよ． 二次母線の電圧を求めよ．

113 最下行 = 
−56.8003 − j18.2281
0.34474 ＋ j0.83456

 A
= 

−56.8003 − j18.2281
0.34474 ＋ j0.83456

 A 

⑻

114
最下行（答）
を差し替え
る

　また，⑻式は，

　　
I
⋅
 = 

(−56.8003 − j18.2281)(0.34474 − j0.83456)
(0.34474 ＋ j0.83456)(0.34474 − j0.83456)

　  　
 = 

(−56.8003 × 0.34474 − 18.2281 × 0.83456)
0.344742 + 0.834562  

※

　  　
 　※ 

+ j(56.8003 × 0.83456 − 18.2281 × 0.34474)

　  　
 = 

−34.7938 + j41.1193
0.815336  

= −42.6742 + j50.4323 

⑼

　図1に示すように電流の向きは下向きと仮定して計算した結果，
電流の有効分は⑼式のとおり負（−42.6742）となったので，電流
の向きは上向き（B系統からA系統の向き）が正解となる．
（答）　 電流の大き：さ 66.1 A　電流の向き：B系統から A系
統

137 2行目 = 
1 + 3Y

⋅
Rn

1 + 6Y
⋅
Rn I

⋅
g

= 
1 + 3Y

⋅
Rn

1 + 6Y
⋅
Rn

I
⋅
g
　　　　（位置を修正）
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188 下から
5行目 （2）　図 bのように （2）　図 cのように

189

下から
3行目

= 
10
3 ( 

√3I1

3V1
+

 
2I2

3V2
)V3 〔A〕 = 

10
3 ( 

√3I1

V1
+

 
2I2

V2
)V3 〔A〕

最下行 I3 = 
10
3 ( 

√3I1

3V1
+

 
2I2

3V2
)V3 〔A〕 I3 = 

10
3 ( 

√3I1

V1
+

 
2I2

V2
)V3 〔A〕

193 第 5図

・
Ec

・
 I3c

・
 I3a

・
 I3b

・Eb

・
Ea

120°

120°

θ3

θ3

θ3

201 第 14図中 P2 cos θ1（遅れ） P1 cos θ1（遅れ）

218

下から
4行目 負荷電流密度 Ix ′ 〔A/m〕 負荷電流密度 ix ′ 〔A/m〕

下から
3行目 電流密度 I0 ′ 〔A/m〕 電流密度 i0 ′ 〔A/m〕

222 図 2中 I1 Il

224 下から
5行目 負荷電流密度 Ix ′ 〔A/m〕 は， 負荷電流密度 ix ′ 〔A/m〕 は，

228 下から
2行目

= 
KBΔPA

KA + KB 
〔MW〕 = − 

KBΔPA

KA + KB 
〔MW〕

（赤字を追加）

231 4行目（⑴
式） ΔPA + ΔPTAB + ΔPTAB = ΔPA + ΔPTAB + ΔPTCA =

252 下から
4行目 (2)　電圧上昇率 δN 〔%〕 (2)　電圧上昇率 δV 〔%〕

253 4行目 (3)　水圧変動率 δN 〔%〕 (3)　水圧変動率 δH 〔%〕

258 下から
2行目 = 

Δf
fn

P1 + P1′
Pn1

 = × 100 % = 

Δf
fn

P1 + P1′
Pn1

  × 100 %

（赤字を削除）
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272 8行目 設備間の不等率= 
PA

Pa + Pb
設備間の不等率= 

Pa + Pb

PA 

303 第 2図中 jnXI jnXT

305 下から
2行目（⑴式）

= 

5×XL − 
XC

5

5×KL0 + (5×XL − 
XC

5 )
 

　

× I5 〔A〕

= 

5×XL − 
XC

5

5×XL0 + (5×XL − 
XC

5 )
 

　

× I5 〔A〕
308 5行目 定格電流を IC 〔A〕 とすると， 定格電流を IB 〔A〕 とすると，
310 図中 母線電圧 V 〔kV〕 母線電圧 V 〔V〕


